
0

プレゼンテーション資料下部のコメントは、決算説明会での発⾔内容や決算数値の補⾜情報などを記載。
尚、決算説明会で説明を省略、または、補⾜情報が無いスライドについては、コメントの記載無し。



1

1.2019年3⽉期第2四半期決算について
2 決算ハイライト（累計）
3 決算ハイライト 4/26発表予想との⽐較（累計）
4 2019年3⽉期第2四半期 決算のポイント
5 セグメント別外部売上⾼<累計>
6 セグメント別外部売上⾼<累計>（補⾜情報）
7 主なセグメント別損益<累計>
8 増減要因分析<累計>
9 サービス別外部売上⾼<累計>
10 連結P/Lハイライト<累計>
12 売上⾼＋受注残⾼（当期売上予定分）
13 セグメント別外部受注残⾼
14 セグメント別外部受注残⾼（補⾜情報）
15 2Qまでの実績および通期の業績⾒通し

2.最近の取り組み

17 顧客の⼤型化（産業ITソリューション）
18 顧客の⼤型化（⾦融ITソリューション）
19 グローバル関連事業の基盤構築
20 ビジネスIT（BiT）の創出
21 次期中計（2020年3⽉期〜2023年3⽉期）

3.2019年3⽉期業績⾒通し
23 投資有価証券の売却について
24 2019年3⽉期 通期連結業績予想
25 2019年3⽉期 セグメント別売上⾼予想参考値

4.参考資料
27 セグメント別外部受注⾼<累計>
28 セグメント別外部受注⾼<累計>（補⾜情報）
29 決算ハイライト<第2四半期>
30 セグメント別外部売上⾼<第2四半期>
31 セグメント別外部売上⾼<第2四半期>（補⾜情報）
32 主なセグメント別損益<第2四半期>
33 増減要因分析<第2四半期>
34 サービス別外部売上⾼<第2四半期>
35 連結P/Lハイライト<第2四半期>
37 セグメント別外部受注⾼<第2四半期>
38 セグメント別外部受注⾼<第2四半期>（補⾜情報）
39 2019年3⽉期 業績予想参考値 （サービス別連結売上⾼）
40 2019年3⽉期 業績予想参考値 （設備投資、減価償却費）
41 2019年3⽉期 業績予想参考値 ＜収⽀モデル＞
42 社員数＋国内・中国パートナー要員数
43 2019年3⽉期上期の主なESG活動実績



 売上⾼、営業利益、経常利益はいずれも前期を上回った。

 営業利益率は13.8%と前期を0.6ポイント上回る⽔準。

 親会社株主に帰属する四半期純利益が前期⽐マイナスになっているのは、前期にあったジャフコ株売
却による特別利益計上（188億円）の影響。その結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は
約100億円のマイナス。
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 売上⾼、営業利益ともに上期公表予想を達成し、通期公表予想に対してもインラインの進捗。
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 コンサルティングの増収には、国内の経営コンサル・システムコンサルがともに好調で、豪州におけるM&A
影響（約35億円）を除いても15%以上の成⻑。
※豪州事業の規模は約35億円（前期はゼロ）

 ⾦融ITは、証券業向けが野村HD向けを中⼼に減収も、保険業向けは好調、銀⾏業向け共同利⽤
型サービスBESTWAYの導⼊の⼀部がその他⾦融業等に分類されており、銀⾏業、その他⾦融業等と
もに好調で、全体として概ね横ばい。

 産業ITは、国内事業がD2C化の流れを受けたECサイト構築等（後述）で、豪州事業におけるM&A
影響（約70億円）を差し引いても10%以上の成⻑。
※豪州事業の規模は約150億円（前期は約80億円）

 IT基盤は、AIやデジタルワークプレイス関連の案件、情報セキュリティ事業の増加により増収。
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 野村HD向けは前期⽐82億円の減収。主に証券業向けで減少。
過去の実績では上期よりも下期の⽅に案件が増える傾向にあるが、前期の⽔準からは減少して、
600億円台になるとみている。

 7&iHD向けは引き続き堅調に推移。特に流通業向けが好調。

 海外事業は豪州を中⼼に増加。
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 コンサルティングは、国内、海外の案件増加を中⼼に増益。豪州事業M&A影響を除くと、過去最⾼
⽔準の利益率。

 産業ITは、国内事業の案件増加による影響に加え、豪州事業の収益性向上（約+10億円強）
もあり増益。豪州事業M&A影響を除くと、⾦融ITソリューションよりも利益率が⾼く、好調。

 ⾦融ITは、証券業向けの案件減少による影響を、産業ITソリューションへのリソースシフトにより増益。



8



9

 コンサルティングサービスは、豪州M&Aの影響（約50億円）を除いても増収。コンサルティングセグメ
ントの好調に加え、コンサルティングセグメント以外から発⽣するシステム上流案件が多く含まれており、
今後、開発案件の売上に繋がる先⾏指標として⾒ている。
※豪州事業の規模は約75億円（前期は約25億円）

 開発・製品販売は、保険業向け、流通業向け、サービス業向けを中⼼に増加。

 運⽤サービスは、前期のだいこう証券ビジネスの⼦会社売却影響で減少したが、豪州でのM&Aの影
響（約60億円）があり増加。
※豪州事業の規模は約100億円（前期は約40億円）
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 売上原価増加要因
豪州SMS社買収に伴う、外注費の増加が主な要因。
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 上期の売上⾼に、上期末の受注残⾼（当期売上予定分）を⾜すと4,053億円。
上期の売上進捗はインラインだったが、通期の売上⾼予想5,100億円に対しては、下期、受注活動に
注⼒していく必要がある。
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 海外ビジネスの割合が⼤きくなってきているため、次のスライドにて国内、海外を分けた数字を記載してい
る。
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●国内
 コンサルティングは上期の好調を継続。

 ⾦融ITは、証券業向け案件減少により減少。なお、下期は現在好調な保険業、銀⾏業、資産運
⽤会社向けを中⼼に受注を積み上げていく。

 産業ITは、受注が急拡⼤した前期並みの⽔準を維持しており、好調が依然継続。

●海外
 減少の内訳は、豪州と北⽶で概ね半分ずつ。
 豪州減少分のうち半分は為替レートの下落影響。北⽶減少分は、B+P社が若⼲の不採算案件へ

の対応のため、受注案件を選択した影響。上期で前述の不採算案件への対応は収束しており、下
期は回復すると考えている。
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上期の進捗はインラインであり、業況も良いため全体として売上⾼の変更はしていないが、セグメント別の内
訳については以下の⾒直しを実施。

 10⽉1⽇より、マネージメントアプローチによるセグメントの⼀部⾒直しを⾏い、⼀部の⼦会社を中⼼に
構成していたその他セグメントを産業ITソリューションに統合することとした。
⽬的は、事業間のシナジー強化。

 上期計画から下振れした証券業向けについては、下期は回復を⾒込むものの、期初予想の達成は
困難。⼀⽅で、上期は予想を上振れした保険業向けと産業ITについては、下期も好調を持続する
⾒通しのため、期初予想よりそれぞれ30億、80億上積みした予想としている。

※ その他セグメント ・・・ NRIネットコム、NRI社会情報システム、NRIサイバーパテントが所属
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●海外⼦会社分
＜豪州事業の受注額＞
前期 今期
約150億円 約 80億円
※前期の受注額には、M&A完了タイミングである2Q末にSMS社の受注残⾼を⼀括で
取り込んだ⾦額（約100億円）を含む。
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●国内
 コンサルティングは好調を継続し受注拡⼤

 ⾦融ITは、証券業は減少だが、保険業、銀⾏業向けの受注が活況。

 産業ITは、受注が急拡⼤した前期の⾼⽔準を維持しており、依然として活況を呈している。

●海外
 減少のうち、前期2Q末にSMS社の受注残を⼀括で取り込んだ影響（約100億円）を含めた豪州

事業分が約80億円を占めるが、テクニカルな要因である。
それ以外は、B+P社が若⼲の不採算案件への対応のため、受注案件を選択した影響。
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